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嘉津宇岳のバタフライ・
ウォッチング Ⅰ
～チョウの種類から見
る緑の豊かさ調べ～

北村　澪
名護市立屋部小学校 6 年

１．はじめに

チョウの成虫を観察することで、その地域の緑の豊か

さがある程度分かります。チョウによる緑の環境診断を

バタフライ・ウォッチングといいます。この研究では、

嘉津宇岳と私の家の近くでバタフライ・ウォッチングを

行い 1 年間を通してどのようにチョウが見られるかを比

較します。

２. 調査場所

（１）嘉津宇岳（図１）：入口～駐車場までのル  ート

（２）屋部川周辺（図２）：アパート～郵便局裏を流れ

る屋部川の志味橋～大瀬橋～名座喜橋までのルート

３. 調査方法

ルートセンサス法で図１、２に示したルートを移動し

ながら確認し、調査票に記録し、集計した。そして、「緑

の少ない環境で見られる」チョウは、１点または２点、「ま

とまった緑の残る環境で見られる」チョウは３点、「豊か

な環境で見られる」チョウは、４点、または５点で集計

した。

４．結果

（１）確認種数と総合点

確認できたチョウの種数と総合点を図３に示した。嘉
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津宇岳では合計３２種、屋部川周辺では合計１６種の

チョウが確認できた。総合点は、嘉津宇岳で最高４８

点、最低４点でした。屋部川周辺では最高１８点、最

低０点でした。どちらの調査地点においても確認種数

が多い場合に総合点が高くなっていた。

（２）チョウの種数ごとの個体変動

確認できた代表的なチョウの個体変動を図４～７に

示した。嘉津宇岳では、シロオビアゲハ（図４）アオ

スジアゲハ、ジャコウアゲハ（図５）イシガケチョウ、

ツマベニチョウ（図６）モンキアゲハ、オキナワカラ

スアゲハ（図７）などが１年間に３回程度個体数のピー

クが見られた。屋部川では、モンシロチョウ（図４）

変動が見られたが、その他のチョウは、あまり見られ

なかった。（図５～７）　

（３）嘉津宇岳チョウ検索シートの作成

検索シートを別紙ラミネートシートに作成しまし

た。多くの方々に利用して頂きたいです。

図３　各調査地点で確認できたチョウの種数と総合得点の変動

※総合得点の算出方法は以下のとおり。

総合得点＝確認したチョウの得点＋確認したチョウの得点＋・・・

※チョウの得点は、チョウによる緑の環境診断調査票に示されたチョウの得点を使用した。

図４　緑の少ない環境で見られるチョウの個体数の変動
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図５　まとまった緑の残る環境で見られるチョウの個体数の変動（その１）

図６　まとまった緑の残る環境で見られるチョウの個体数の変動（その２）
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図７　豊かな緑の残る環境で見られるチョウの個体数の変動

５．考察

総合点および確認種数は、嘉津宇岳の方が屋部川周辺よりも高かった。このことから嘉津宇岳の方が屋部川周辺よ

りも緑が豊かであることが分かった。嘉津宇岳は、石灰岩地の森林で色々な植物が雑多に生育している。したがって、

嘉津岳では、チョウの食草である多くの植物が生育していると考えられる。これに対して、屋部川周辺は開けており

川沿いは、街路樹と丈のあまり高くない雑草が見られあまり植物相の豊かでない環境だった。チョウの種類別に見る

と嘉津宇岳では、１年間に３回程度ピークが見られる種類が多かった、最低でも年３世代以上繰り返していると考え

られる。

６．今後の課題・感想

似ていて種類を間違いやすいチョウを今後は、もっとはっきりと見分けられるようになりたい。また、図鑑などに

書かれているチョウの出現時期と実際に調査をして確認できた出現時期とでは、一致しなかった種類もあったので続

けて調査をして確認していきたい。今回の研究では、たくさんのチョウの名前と特徴を覚えるのが大変だった。コノ

ハチョウを初めて見た時は、うれしかった。

７．研究成果の発表の記録

○第 52 回　国頭地区科学賞作品展　銀賞（H24.9.29）

○第 52 回　沖縄児童生徒科学賞作品展　優良賞（H24.10.14）

○第７回「科学の芽」（主催：筑波大学）　「科学の芽」努力賞　（H24.11.22）
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